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編
集
後

　
岩
手
の
寒
さ
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三
月
に
な
り
少
し

だ
け
ゆ
る
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
の
三
月

十
一
日
は
県
内
だ
け
で
な
く
国
内
、

海
外
で
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
復
興
を

祈
念
す
る
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
、
自
然
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
の
防
災
意
識
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
た
一
日
で
し
た
。

　
本
号
は
大
学
人
事
を
は
じ
め
、
圭

陵
会
学
術
振
興
会
共
同
研
究
・
成
果

報
告
な
ど
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
盛
り
沢
山
な
内
容
で
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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キ
ャ
ン
パ
ス
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転
か
ら
一
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経
過

し
、
薬
学
部
が
完
成
年
度
を
迎
え
ま

し
た
。

　
医
・
歯
・
薬
学
部
の
学
生
が
一
緒

に
学
ぶ
環
境
で
は
教
育
の
み
な
ら

ず
、
様
々
な
研
究
成
果
が
得
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
圭
陵
会
広
報
局
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
や
会
報
を
通

じ
て
会
員
の
皆
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
な

話
題
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
心
が

け
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
中
居
賢
司
、小
豆
嶋
正
典
、松
浦　
誠
）
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平成 24 年３月に定年退職された先生方の最終講義
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学
校
法
人 

岩
手
医
科
大
学

　
　
　
　
　

理
事
長　
　

小　
川　
　
　
彰

　
こ
の
度
、
大
堀
勉
前
理
事
長
の
後
を
受
け
て
、
学
校

法
人
岩
手
医
科
大
学
理
事
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
責
任

の
重
大
さ
に
身
が
細
る
思
い
で
す
。

　
二
期
目
の
学
長
に
選
任
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、

当
面
は
理
事
長
と
学
長
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
事
に

な
り
ま
す
。
本
学
は
三
、〇
〇
〇
名
近
い
教
職
員
と
二
、

〇
〇
〇
名
を
超
え
る
学
生
を
擁
す
る
大
組
織
で
あ
り
、

そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
私
個
人
の
力
は
微
力
で
す
。
圭

陵
会
の
皆
様
の
ご
支
援
、
お
力
添
え
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

　
さ
て
、
本
学
は
、
総
合
移
転
整
備
計
画
の
真
っ
た
だ

中
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
昨
年
三
・
一
一
東
日
本
大

震
災
津
波
が
起
こ
り
ま
し
た
。
岩
手
県
の
沿
岸
被
災
地

の
復
興
は
一
年
た
っ
た
今
な
お
十
分
に
進
ん
で
い
る
と

は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
こ
の
大
災
害
に
よ
っ
て
、
本

学
の
総
合
移
転
整
備
計
画
も
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
未
だ
平
時
で
は
な
く
動
乱
の
時
期
が

続
い
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　
今
年
度
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
。更
に
、災
害
対
策
の
一
環
と
し
て
、災
害
医
学
講
座
、

災
害
地
域
精
神
医
学
講
座
を
新
設
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

完
全
免
震
で
独
自
の
非
常
用
発
電
装
置
を
そ
な
え
、
全

県
の
医
療
デ
ー
タ
を
一
括
管
理
で
き
る
災
害
時
地
域
医

療
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
機
能
を
も
つ
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

教
育
研
究
棟
建
築
に
着
手
し
ま
す
。
一
年
後
に
は
矢
巾

に
東
講
義
実
習
棟
と
同
規
模
の
建
物
が
完
成
し
運
用
を

開
始
し
ま
す
。
全
国
の
災
害
医
療
の
モ
デ
ル
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
に
は
薬
学
部
が
初
め
て
の
卒
業
生
を
輩

出
し
完
成
年
度
を
迎
え
ま
す
。
大
学
院
も
整
備
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
総
合
移
転

整
備
計
画
の
仕
上
げ
と
も
言
う
べ
き
附
属
病
院
本
院
移

転
、
内
丸
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
開
始
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し

な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
が
、
小
児
、
周
産
期
救
急
を

含
む
全
県
の
救
急
医
療
の
中
心
と
し
て
の
統
合
医
療
セ

ン
タ
ー
機
能
を
含
む
入
院
、
手
術
の
高
度
医
療
機
能
を

有
す
る
一
、〇
〇
〇
床
規
模
の
矢
巾
本
院
を
新
築
し
ま

す
。
ま
た
、内
丸
地
区
を
再
開
発
し
、が
ん
外
来
化
学
・

放
射
線
療
法
や
高
度
歯
科
医
療
、
高
度
診
断
機
能
を
有

す
る
一
〇
〇
床
規
模
の
高
規
格
の
外
来
中
心
の
内
丸
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。
運
用
開
始
は
平

成
三
〇
年
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
待
っ
た
な
し

の
大
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
並
行
し
て
、
大
災
害
の
復
興
の
た
め
不
足
し

て
い
る
医
療
関
連
の
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
人
材
育
成
を

通
じ
雇
用
と
地
域
の
需
要
創
出
に
寄
与
す
る
必
要
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
は
ま
さ
に
大
学
の
存
亡
を
か
け
た
有
事

の
時
期
、
母
校
岩
手
医
科
大
学
の
更
な
る
発
展
の
た
め

ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
就
任
ご
挨
拶

茶
道
部
創
部
六
十
周
年
記
念
行
事
の
御
案
内

　
本
学
学
友
会
茶
道
部
は
、
今
年
で
創
部
六
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
皆
さ
ま
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
指
導
ご
支
援
に

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
六
〇
周
年
を
祝
し
て
、
六
月
二

日
（
土
）、
三
日
（
日
）
に
記
念
行
事
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
御
案
内
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

講
演
会

　
日
時
：
六
月
二
日
（
土
）　　
午
後
五
時

　
場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡　
Ｎ
Ｅ
Ｗ　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

　
講
師
：
江
戸
千
家
家
元　
川
上
宗
雪
先
生

茶
会

　
日
時
：
六
月
三
日
（
日
）　　
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
午
後
三
時

　
場
所
：
盛
岡
市
中
央
公
民
館

学
友
会
茶
道
部

〈
大
学
人
事
〉

医
学
部

●

㆒
月
㆒
日
付
（
昇
任
）

麻
酔
学
講
座
（
准
教
授
） 

永
田　
博
文

●

㆒
月
㆒
日
付
（
所
属
異
動
）

内
科
学
講
座
循
環
器
内
科
分
野
（
講
師
）

内
科
学
講
座
心
血
管
・
腎
・
内
分
泌
内
科
分

野
よ
り 

伊
藤　
智
範

●

二
月
㆒
日
付
（
任
命
）

医
学
部
災
害
医
学
講
座
（
特
命
教
授
）

 

高
橋　
　
智

●

㆔
月
㆔
㆒
日
付
（
定
年
退
職
）

生
理
学
講
座
神
経
生
理
学
分
野
（
教
授
）

 

佐
々
木
和
彦

整
形
外
科
学
講
座
、
花
巻
温
泉
病
院
整
形
外

科
（
教
授
） 

猪
又　
義
男

衛
生
学
公
衆
衛
生
学
講
座
（
特
任
教
授
）

 

淺
沼　
一
好

●

㆔
月
㆔
㆒
日
付
（
選
択
定
年
）

産
婦
人
科
学
講
座
（
特
任
准
教
授
）

 

吉
﨑　
　
陽

歯
学
部

●

㆔
月
㆔
㆒
日
付
（
定
年
退
職
）

口
腔
保
健
育
成
学
講
座
口
腔
保
健
学
分
野

（
教
授
） 

米
満　
正
美

解
剖
学
講
座
発
生
生
物
・
再
生
医
学
分
野

（
准
教
授
） 

石
関　
清
人

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

●

㆔
月
㆔
㆒
日
付
（
定
年
退
職
）

外
国
語
学
科
英
語
分
野
（
准
教
授
）

 

中
野　
　
好

医師・歯科医師国家試験結果

合格率（％）

本　学

私　立

全　国

新卒
（41/53 名）
77.4％

（昨年 64.8％）

78.4％
（昨年 78.5％）

81.4％
（昨年 81.8％）

既卒
（41/88 名）
46.6％

（昨年 37.7％）

47.3％
（昨年 44.9％）

47.5％
（昨年 46.2％）

全体
（82/141 名）

58.2％
（昨年 52.3％）

67.3％
（昨年 66.6％）

71.1％
（昨年 71.0％）

合格率（％）

本　学

私　立

全　国

新卒
（65/73 名）
89.0％

（昨年 89.3％）

93.5％
（昨年 91.5％）

93.9％
（昨年 92.6％）

既卒
（10/18 名）
55.6％

（昨年 47.6％）

66.9％
（昨年 63.2％）

60.0％
（昨年 60.2％）

全体
（75/91 名）
82.4％

（昨年 81.0％）

90.2％
（昨年 88.0％）

90.2％
（昨年 89.3％）

第 105 回歯科医師国家試験結果 第 106 回医師国家試験結果



 圭 陵 会 々 報  4第334号平成24年（2012） ４月17日

平成24年４月１日から歯学部臨床系講座が下記のとおり再編されました。

（再編後）

歯科保存学講座
う蝕治療学分野

歯周療法学分野

補綴・インプラント学講座

口腔顎顔面再建学講座

口腔外科学分野

歯科麻酔学分野

歯科放射線学分野

口腔保健育成学講座

歯科矯正学分野

小児歯科学分野

障害者歯科学分野　

口腔医学講座

関連医学分野

歯科医学教育学分野

予防歯科学分野

（再編前）
口腔機能保存学講座 歯周・歯内治療学分野

歯科補綴学講座

有床義歯補綴学分野

冠橋義歯補綴学分野

口腔インプラント学分野

口腔外科学講座

顎口腔外科学分野

歯科口腔外科学分野

歯科麻酔学分野　

口腔保健育成学講座

口腔保健学分野

歯科矯正学分野

小児歯科学分野　

総合歯科学講座

総合歯科教育学
・保存修復学分野

歯科放射線学分野

障害者歯科学分野

歯科内科学分野　

（主な変更点）
・「有床義歯補綴学分野」、「冠橋義歯補綴学分野」、「口腔インプラント学分野」を統合し、講
座名を「補綴・インプラント学講座」とした。

・「顎口腔外科学分野」と「歯科口腔外科学分野」を統合し、「口腔外科学分野」とした。
・「歯周・歯内治療学分野」、「総合歯科教育学・保存修復学分野」を各々分割し、歯内治療学
と保存修復学を統合して「う蝕治療学分野」とし、また、歯周治療学と総合歯科教育学を
独立させ、「歯周療法学分野」、「歯科医学教育学分野」とした。

・「口腔保健学分野」を「予防歯科学分野」、「歯科内科学分野」を「関連医学分野」に名称を
変更した。

・その他、講座名の変更、分野の再編成を行った。

歯学部の講座再編（臨床系）について

⬅⬅

歯
学
部
臨
床
系
講
座
及
び
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
科
の
再
編
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平成 24 年４月１日から歯科医療センター診療科が下記のとおり再編されました。

（診療科再編後） 専門外来

歯　
科　
診　
療　
科

口腔総合診療科
初診外来
先進総合歯科
歯科ドック

高度先進保存科

歯周病外来
むし歯・根の治療外来
口腔ケア外来
口臭外来
審美歯科外来

高度先進補綴科
義歯外来
口腔リハビリ外来
顎顔面補綴外来

口腔インプラント科 スポーツ歯科外来

口腔外科
顎関節症・
　口腔顔面痛外来

歯科麻酔科
顎関節症・
　口腔顔面痛外来

矯正歯科
いびき・
歯ぎしり外来

小児歯科

歯科放射線科

障がい者歯科

（診療科再編前） 専門外来

歯　
科　
診　
療　
科

総合歯科
歯科ドック

保存科

予防歯科 口臭外来

補綴科 口腔リハビリ外来
顎顔面補綴外来

口腔インプラント科 スポーツ歯科外来

口腔外科

歯科麻酔科

矯正歯科
いびき・
歯ぎしり外来

小児歯科

歯科放射線科

障がい者歯科

（主な変更点）
・総合歯科を口腔総合診療科とする。
・保存科・予防歯科・補綴科を統合して高度先進保存科、高度先進補綴科とする。
・口腔ケア外来を新設する。
・顎関節症・口腔顔面痛外来を新設する。

⬅⬅

歯科医療センター診療科再編について


